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あらまし：本研究では，大規模災害時の自助・共助・公助の役割分担を促進する発災時避難所状況シミュ

レーションシステムを開発した．同システムは，避難所施設における物資等の備蓄状況のデータをもとに，

発災時の避難所環境を 3Dモデルで可視化することで，物資不足等の公助の限界のシミュレーションを支

援する．本論文では，地域コミュニティにおける備蓄品の需給ギャップの共通理解を促し，公助の拡充や

自助・共助の役割分担に向けた合意形成を支援する仕組みとして設計された本システムの概要について報

告する． 
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1. はじめに 

大規模災害の発生時において，発災直後の数日間

を生き抜き，かつ最低限の生活環境を維持するため

には，「自助」および「共助」が行政による「公助」

と並び重要な役割を果たす．内閣府の防災基本計画

においても，最低 3日分から 1週間分の物資備蓄が

推奨されており，住民一人ひとりの備えが地域の回

復力を左右する基盤とされている(1)． 

一方で，備蓄の重要性が指摘されているにもかか

わらず，各世帯において十分な備えがなされていな

いのが現状である．農林中央金庫の調査では，食料

を十分に備蓄している世帯は 1割未満に留まってお

り，その背景には「何を備えればよいかわからない」

といった具体的状況を想像できないという課題があ

る(2)． 

防災分野では，災害規模の想定や避難行動の検証

を目的としたシミュレーションが数多く提案されて

きたが，避難後の生活環境や公助による支援の制約

を住民と共有し，役割分担の議論を支援する視点は

十分に扱われてこなかった． 

そこで本研究では，避難所施設における現状の備

蓄状況や避難需要に基づいて避難所生活を可視化し，

公助の限界を住民と共有することで，自助・共助・

公助の適切な役割分担に向けた合意形成を支援する

ことを目的として，発災時避難所状況シミュレーシ

ョンシステムを開発した． 

 

2. 発災時避難所状況シミュレーションシス

テム 

本システムのねらいは，地方公共団体が保有する

備蓄状況のデータや避難者数などの条件を入力とし，

避難所環境を 3D 空間上に再現することで，発災時

における物資不足や過密状態といった避難所状況を

可視化し，公助の限界の直観的な理解を支援するこ

とにある． 

図 1に，本システムの全体概要図を示す．本シス

テムの利用プロセスは以下の通りである．まず，シ

ステムの操作主体である地方公共団体が避難所シミ

ュレーション支援エージェントにアクセスし，可視

化したいシナリオとして避難者数や防災備蓄品の備

蓄状況を入力する．次に，システムは，シナリオに

基づいた配置データを生成する．最後に，地方公共

団体はこのデータを基に可視化された結果を住民へ

提示し，発災時の状況を体験的に共有する．これに

より，「公助でカバーできる範囲」と「必要数」との

需給ギャップを明確化し，不足分に対して自助・共

助・公助の適切な役割分担の検討を促進する． 

 

2.1 避難所シミュレーション支援エージェント 

避難所シミュレーション支援エージェントは，対

話インターフェースおよびシミュレーションの実行

エンジンとしての役割を担う．図 2に，避難所シミ

ュレーション支援エージェントの概要図を示す．本

エージェントにはMicrosoft Copilot Studioを活用し

ており，ユーザーの自然言語による入力から可視化

したいシナリオにおける「避難者数」や「備蓄数」

などの要望を抽出する．これにより，厳密な数値入

力だけでなく，柔軟な対話を通じた条件設定が可能

となっている． 

抽出された条件は「配置案作成エージェント」へ

と渡され，指定されたレイアウト方針に基づく「配

置座標」が算出される．算出結果は JSON 形式の配
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置データとして構造化され，後段の可視化システム

が読み取り可能な形式で出力される． 

 

 
図 1 発災時避難所状況シミュレーションシステム

の全体概要図 

 

 
図 2 避難所シミュレーション支援エージェントの

概要図 

 

2.2 避難所環境可視化システム 

避難所環境可視化システムは，シミュレーション

結果を 3D 空間上に再現し，視覚的な体験として提

供する役割を担う．図 3に，生成されたデータに基

づく可視化結果を示す．本システムはデータベース

から JSONデータを読み込み，3D空間上に避難者ア

バターと物資オブジェクトを配置する． 

本可視化における最大の特徴は，単なる配置図の

再現ではなく，公助の限界を視覚的に強調する表現

にある．具体的には，ブランケットが行き渡らない

アバターは寒色（青色）で表示することで「防寒具

がなく凍えている状態」を表現する．また，定員超

過時には通路が消失するほどの過密状態を再現する．

これにより，利用者は発災前に，過密や欠乏といっ

たリスクを体感的に把握することが可能となる．こ

の体験を通じて，住民は「公助では難しいこと」，「何

を準備する必要があるのか」を直感的に理解し，不

足分について個人で備えるのか，地域で備蓄するの

か，地方公共団体での備蓄数を拡張するのかといっ

た，具体的な役割分担の議論や合意形成をおこなう

ことが可能となる． 

現時点では，条件入力から 3D 配置図の生成，お

よび不足状況の可視化までの機能を実装済みである．

今後は，ブランケット以外の非常食などを対象に含

め，経過日数とともに残量を示すことで備蓄品数の

限界を可視化する予定である． 

 

 
図 3 可視化結果 

 

3. おわりに 

本研究では，発災時の避難所における公助の限界

を可視化し，自助・共助・公助の適切な役割分担に

向けた合意形成を支援することを目的として，発災

時避難所状況シミュレーションシステムを開発した． 

本システムは，地方公共団体が管理する物資等の

備蓄状況データと避難需要との関係に基づき，避難

所環境を 3D 空間上に再現し，物資不足や過密状態

を視覚的に提示するものである．プロトタイプでは，

寝具不足をアバターの色変化として表現する機能や，

定員超過時の空間的圧迫感を再現する機能を実装し

た． 

これらの表現により，数値情報のみでは把握しに

くい避難所生活の厳しさを体験的に共有でき，公助

のみでは対応が困難な状況を事前に理解させる手段

を提示した点に，本研究の意義がある．本システム

が，防災啓発や住民説明の場において，行政と住民

が現実的な制約を共有した上で，自助・共助・公助

の役割分担について議論するための基盤となる可能

性がある． 

今後の課題として，食料や水など寝具以外の物資

への対応拡充が挙げられる．また，本システムを実

際に住民に体験させ，防災意識や役割分担に対する

認識の変化を定量的に評価する実証実験を通じて，

有効性を検証する予定である． 
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